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事例38◆ 函館短期大学

１．本学の概要

函館短期大学は、1953（昭和28）年４月に函館市柏木

町で開学した函館商科短期大学を前身としており、

1962（昭和37）年に現在の名称に変更した。同年に栄養

科を設置、商科との２科となったが、1965（昭和40）年

に函館大学 （商学部） を創立したことで商科を発展的

に廃止し、 短期大学は食物栄養学科のみとなった。

2009（平成21）年に保育学科の設置が認可され、再び２

学科体制となり今日に至っている。

現在は、 函館市の東部に位置する高丘キャンパス

に、食物栄養学科と保育学科を有する小規模な短大と

してある。食物栄養学科は1963（昭和38）年４月に開設

し、保育学科は開設されてまもない。計249名の学生

が学んでいる。キャンパスは、北海道で唯一の文化財

庭園として指定されている「旧岩船氏庭園 （香雪園）」

に隣接する専用住宅地にあり、教育環境としては市内

でも特に優れた文京地区で、この丘には複数の教育機

関が立地する。

本学では、教育基本法及び学校教育法の定めるとこ

ろに従い、深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実

際生活に必要な能力を育成することを主な目的として

おり、創立者故野又貞夫先生の掲げる建学の精神、学

園訓３ヵ条「報恩感謝・常識涵養・実践躬行」を具体

的信条として、知・情・意の円満にして高度に発達し

た人格を有し、人類社会に貢献しうる職業人の養成を

教育理念とする。

２．本取組の概要

本学は南北海道に位置し、基礎教育科目と専門教育

科目を施すことにより、栄養士と保育士養成を使命と

する地方の短期大学である。専門教科目に関連した教

職課程の設置が認められて、中学校の家庭科、栄養、

幼稚園の各教諭資格を付与できる。現在、「食と健康」

「幼児教育と保育」に関連する外部の協会等と連携し

て、フードスペシャリスト・健康運動実践指導者・レ

クリエーションインストラクターなどの養成を行ってお

り、また、函館市社会福祉協議会と共催して介護員の

養成も行い、地域社会に有為な人材を供給している。

種々の資格を有する学生は、不況下にあっても重宝

がられ、その就職内定率の高いことは過去の指導実績

からして実証済みである。これまで本学独自で、先述

の資格取得の奨励を学生の支援策として行ってきた

が、昨今の著しい景気後退により家庭収入の減少をき

たし、資格取得を目指す学生は経済的な余裕の無さか

ら漸減傾向にある。

専門資格取得を目標とした学習の奨励は、結果とし

て短期大学生の専門分野における学習の積極的な復習

につながり、その意味で確かな教育力の向上に結びつ

くものである。このような理解と過去の実践結果に基

づき、資格取得を希望する学生に、支援の対象種と支

援枠の拡大を考えて、就職支援の一助となる総合学生

支援計画を構築した。

３．本取組の趣旨・目的・達成目標

（１）取組の趣旨・目的

本学においては、教養豊かで人格円満な栄養士と保

育士の養成を行っているが、そのために選択可能な多

くの教科を開設する授業展開によって、「食と健康」・

「幼児教育と保育」に関連する諸資格の付与を行って

いる。後述する新たな学生支援策の計画を考えるにあ

たり、その支援体制の充実を図るとともに、学習と就

職に係わる総合学生支援計画の実施を通じて、本学学

生の教育力を一段と高めようと目論むものである。

（２）達成目標

本取組では、授業内容の理解を深め、応用力の高い

学生の育成を目指して、入門的な教育指導の上に、基

礎並びに専門教育を施し、その学習成果をして外部の

関連する協会等が実施する各種専門試験を積極的に受

験させて、その結果より学生個々人の力量を客観的に

把握し指導する。

取 組 名 称 地方短期大学の資格取得支援計画による教育力の向上と就職支援

取組担当者 食物栄養学科　教授　上平　幸好
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また、地域社会の求める人材を調査して、社会の要

望に対処する教育内容の改善と教育力向上の達成を目

標とする。

具体的な数値目標としては、過去の実績を勘案する

なら、就職支援課に求職登録して本学からの支援を要

請する学生のうち、２月末までに約80％は内定通知を

手にしているのであるが、これを３月末の卒業時まで

に95％へと、学生が満足のできる数値を支援目標とし

たい。「自己開拓」と尻込みする潜在的な就職希望学

生を内定者へ意識改革させ行動する学生へと支援する。

専門分野における教育力の向上に関しては、本学が

加盟している協会の認定実力試験への受験者数を増や

し、７～８割の学生にＡランク評価がなされるよう指

導する。併せて、専門実務にも強い訓練の良く受けて

いる卒業生として評価されるよう、本学の付設調理師

専門学校との連携指導により目標を実現する。

４．本取組の具体的内容・実施体制

（１）取組の具体的内容

前述の目標を達成するために、従来、個々に支援し

てきた人材と方策を活用して、これまでの支援方法の

あり方の長所・短所を適格に把握することにより、新

たな総合学生支援組織の構築は可能となる。また、就

職相談体制の強化、 企業との交流促進による求人確

保、ビジネスマナー講座の開設、卒業生や保護者を交

えた就職準備講座等を実施し、協会の主催する実力試

験の受験奨励を通じて、専門領域の学習の積極的な復

習を促すことにより、学生の教育力と就職支援の一層

の向上を図る。

表１ 学生支援の内容
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（２）取組の実施体制

学長を中心とした学生支援プロジェクトは既に策定

されており、この資格取得支援計画に本取組の対象を

拡大することで、急激な経済的不況にも対処のできる

学生支援体制の改革を進める。さらに実務的な教育指

導に携わる外部からの新たな人材の確保を積極的に行

うことで、学生が期待する多様な専門資格取得の支援

は、より確かな組織になるものと考える。

食物栄養学科の場合、４コース別に取得可能な資格

を案内する。なお、このコースとは、新しい栄養士像

を明確なビジョンとして示したもので、栄養学を基礎

に多様な職業選択に直結するカリキュラムが用意さ

れ、また検討がなされるものである。

写真１ 調理師資格取得のための実習

調理栄養コースではフードスペシャリスト資格を、

さらに本学付設の調理師専門学校との連携により、夜

間部で調理師または製菓衛生師受験資格の取得を奨励

する。スポーツ栄養コースでは健康運動実践指導者資

格とADI（エアロビック・ダンス・エクササイズ・イ

ンストラクター）資格、さらにレクリエーション・イ

ンストラクター資格の取得を促す。教職栄養コースで

は教職課程が認可されているので、中学校家庭科の免

許と栄養教諭免許の取得を激励する。福祉栄養コース

では介護員２級資格の取得を目指すものである。さら

に本学科では、学力向上の視点から栄養士養成施設協

会が主催する協会認定実力栄養士の資格試験を受験指

導することで、学生個々人の専門分野別での理解度を

客観的に把握させたい。

保育学科では、保育士養成を基本に、今後進められ

写真２ 健康運動実践指導者資格取得のための授業
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る幼保一元化を念頭に、学生全員に幼稚園教諭免許の

取得を奨励する他、子どもとの遊びのなかでの教育を

考え、レクリエーション・インストラクター資格取得

や、食育教育との関連において製菓衛生師受験資格の

取得を奨励するものである。

さらに、２学科共通の資格取得の奨励として、基礎

教育科目の中に情報教育に関する科目を複数設定して

いるので、これを基礎にマイクロソフト社のMOS検

定受験を目指し、ワードとエクセルの特別指導を外部

より迎えた講師陣の力を借りて実施する。

５．本取組の評価体制・評価方法

（１）取組の評価体制

本取組では、資格取得支援計画の効果を検証するた

めの担当チームの立上げを図り、関連する各種委員会

の定期的な開催を図るなどして、計画の進捗状況や有

効性についての検討を行う。また、より望ましい具体

的な方策等を併せて検討するなどして、学生にとって

満足度の高い専門実務教育の実現を図り、さらに就職

者数及び内定率の実質的な向上の達成を目指す。

次に、広く学生の社会適応能力を涵養することを目

的とした支援体制を構築する一環として、キャリア支

援コーナーを設置するとともに、自己点検・評価委員

会が実施している評価方法や点検項目を活用して、本

学が過去に独自に行ってきた結果との照合を行う。ま

た、同委員会の評価機能を厳正に発揮させる権能を保

証することで、当事者の自己満足に陥らぬ取組の評価

体制を構築する。

（２）取組の評価方法

本計画については、従来、本学が独自に実施してき

た指導実績があるので、それら実績の平均値を基準と

して、新たに取り組む総合支援計画によりもたらされ

る成果との比較と点検を行う。これにより新行動計画

に基づく各種試験の合格者数や合格率についての比較

は可能である。

６．本取組の実施計画等

（１）実施計画

具体的には、本学が以前より取り組んできた栄養士

と保育士の養成に加えて、「函館短期大学行動計画」

を策定し、教職員の協力の下に各役割分担を依頼し、

学内の各種委員会並びに各プロジェクトチームへ所属

させて、諸資格を取得希望する学生へ指導を行い、ま

たチーム等の運営責任を担わせる。

実際に担当する委員会は、就職支援委員会を始めと

して教務委員会、 フィットネスセンター運営委員会

で、チームは教職資格取得支援プロジェクトチーム・

情報教育プロジェクトチーム・管理栄養士養成プロジ

ェクトチームの３つである。

写真３ MOS資格取得のための講習

（２）財政支援期間終了後の展開

学生支援のあり方の検討や、自己点検・評価規定に

基づく二巡目の第三者評価が2012（平成24）年度に予定

されているため、財政支援期間の終了後も、学長は本

学の存立にかかわる重要な施策として本計画を位置づ

けしている。また、実績もあることから、学園理事会

は成果の期待される取組として、これまでも承認して

きた経緯がある。従って、本計画は今後とも継続的な

展開の見込まれる取組としてある。

（３）成果などに関する情報の提供

本取組に関わる一連の情報提供については、本学が

文部科学省の「大学教育・学生支援推進事業（テーマ

Ｂ）」に採択された旨、電子媒体を用いた充実したホ

ームページを始め、 学校案内の冊子においても紹介

し、本学の教育力の向上と就職支援への、指導の実際

を広く知らしめる。
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表２ 函館短期大学資格取得支援の行動計画一覧（役割分担表）
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